
富士スチール株式会社（鉄鋼業）

千葉工場 全景

〇 本社所在地：東京都渋谷区

〇 事業概要：鋼構造物製造

 耐震補強工事

 地下山留工事

〇 常時使用する従業員：101名

   （2025年8月時点）

〇 現在の売上高：85億円

（2025年3月期）

〇 法人番号：9011001020531

〇 Web：https://www.fujisteel.co.jp

代表取締役
岡 康彦

社会インフラの建設と保全に貢献

・社会インフラの老朽化 ⇒ インフラの長寿命化と国土強靭化へ
・日本国土の強靭化 ⇒ 防災インフラの整備と地域社会の機能最適化へ
・全国の地域へのマーケット・インとネットワーク構築へ

売上高100億円実現の目標と課題

・売上達成目標：2029年 100億 ⇒ 2035年 130億
・10年間で年率平均4％程度の成長を目指す
・生産性向上と付加価値の増大によって獲得した資金を

将来に向けた投資と賃金・待遇改善に繋げる

・製造工場の生産設備 及び 電源・電気設備等の増強
・生産工程におけるＡＩ機能・ＤＸ対応の機械設備の開発
・国内各地域の加工製造工場との協業・提携
・新たな工法・工種機能の獲得による事業エリアの拡大
・工場生産における管理技術者の育成と体制強化
・施工管理技術者の人材確保と適正配置

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・経営層を中心に各プロジェクト案件を推進する体制構築
・社内のDX化に関した外部ツール・アドバイザーの活用
・協業・提携・M&Aに関する情報収集強化及び金融機関

コンサルタントとの連携
・エネルギー・環境インフラ分野への事業展開を推進
・技術力強化に対する人材採用戦略と教育システムの整備

・生産能力の拡充と生産工程の効率化
・職場環境の改善と安全の強化
・増大する保全工事への対応力
・既存周辺事業・新規事業分野への進出
・建設業界の人材不足と技能・技術の継承

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

経営者
写真

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



100億を通過点とするビジネスモデルの深化

富士スチール株式会社（鉄鋼業）

・建設後５０年以上の老朽化した橋梁は加速度的に増加し、高速道路の更新工事は近年大規模化しています。
そのような状況に十分な対応をしていくには、千葉工場の生産能力の増強が必須です。

・製作を管理する人員の増強と機械・電力設備の能力アップを図り、生産量の増大による売上拡大を
実現していきます。

＜鉄鋼加工事業部 ＝ 千葉工場＞

＜建設リニューアル事業部＞                                                                                 

＜建設基礎事業部＞

・近年増大する社会インフラの補修・補強工事において現地調査から工場製作・取付工事に亘る体制を整え
特に交通インフラの鉄道工事を中心に実績を積み上げてきました。

・積極的な採用と同業企業との協業・技術・資本提携も活用し、技術者の増員と事業エリアの拡張を通じて
売上拡大を実現していきます。

・建築・土木工事において、基礎・山留工事の専門施工会社として長年携わってきました。
地下構造物は土地の有効活用・防災・備蓄・シェルター機能まで、社会インフラとして欠かせないものです。

・都市計画・再開発事業と周辺地域への波及効果、建築物の老朽化による地下構造物解体工事の需要増加 等
社会ニーズを捉えた事業展開を進めていきます。
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